
 
 

 
 

            
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

  

池
之
端
文
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組
合
創
立
五
十
周
年
記
念

式
典
と
懇
親
会
が
五
月
二
十

四
日(

火)

午
後
六
時
よ
り
日

暮
里
の
「
ホ
テ
ル
ラ
ン
グ
ウ 

                       

      

ッ
ド
」
に
於
い
て
、
ご
来
賓
、

組
合
員
、
協
賛
会
、
報
道
関
係

な
ど
約
百
名
が
参
加
し
て
盛
大

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

                       

 

組
合
は
昭
和
四
十
一
年
九
月

に
、
わ
ず
か
十
九
社
で
発
足
以

来
、
今
年
で
五
十
周
年
の
佳
節

を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

こ
の
五
十
年
の
間
に
は
様
々
な

紆
余
曲
折
が
あ
り
ま
し
た
が
、

歴
代
の
九
人
の
理
事
長
を
初
め

と
す
る
組
合
役
員
や
組
合
員
、

協
賛
会
の
方
々
の
ご
理
解
と
ご

協
力
に
よ
り
、
今
日
で
は
業
界 

 

  

 

を
リ
ー
ド
す
る
組
合
に
ま
で
成

長
し
ま
し
た
。 

 

記
念
式
典
は
本
間
専
務
理
事

の
司
会
で
、
初
め
に
ご
来
賓
の

紹
介
が
あ
り
、
北
海
道
を
除
く

各
協
同
組
合
の
理
事
長
も
ご
来

賓
と
し
て
ご
出
席
い
た
だ
き
ま

し
た
。 

 

挨
拶
に
立
っ
た
平
山
理
事
長

は
「
昭
和
四
十
一
年
に
わ
ず
か

十
九
社
で
発
足
し
た
当
組
合
は
、

戸
塚
、
池
田
、
日
野
、
栗
原
、

池
田
、
渡
邉
、
弓
納
持
の
各
歴

代
理
事
長
の
労
苦
無
く
し
て
は

今
日
は
有
り
得
ま
せ
ん
で
し
た
。

業
界
は
い
ま
大
変
な
時
期
に
あ

り
ま
す
が
、
決
し
て
業
界
の
将

来
は
悲
観
し
た
も
の
で
は
な
い

と
思
い
ま
す
。
形
を
変
え
た
新

た
な
需
要
が
出
て
き
て
お
り
、

我
々
の
努
力
次
第
で
は
新
た
な

市
場
が
期
待
で
き
る
と
思
い
ま

す
。 

 

こ
れ
だ
け
た
く
さ
ん
の
組
合

員
、
会
友
、
そ
し
て
協
賛
会
の

方
々
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
訳
で
す

か
ら
、
ど
う
か
こ
れ
か
ら
も
英

知
を
結
集
し
て
、
こ
の
危
機
を

乗
り
切
っ
て
い
こ
う
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
」
と
、
新
た
な
団
結

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。 

 

続
い
て
表
彰
式
に
移
り
、
初

め
に
三
月
末
に
「
交
通
安
全
ス
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組合創立 50 周年記念式典盛大に開催 

  ご来賓、組合員、協賛会など 100 名が参加 

 

第
五
十
回
通
常
総
会
も
無
事
に
終
了 

 
 

 

組
合
の
原
点
に
返
り
新
た
な
出
発
を
誓
う 

50 周年記念式典で挨拶する平山理事長と蔵前警察から授与された感謝状  

http://www.label-tokyo.com/
mailto:tlpa_1966@ka2.so-net.ne.jp


テ
ッ
カ
ー
」
一
万
五
千
枚
を
蔵

前
警
察
署
と
蔵
前
交
通
安
全
協

会
に
寄
贈
し
た
こ
と
に
対
し
て
、

蔵
前
警
察
署
と
蔵
前
交
通
安
全

協
会
か
ら
組
合
に
感
謝
状
が
贈

呈
さ
れ
、
堀
井
修
交
通
安
全
協

会
会
長
か
ら
平
山
理
事
長
に
授

与
さ
れ
ま
し
た
。 

 

続
い
て
「
交
通
安
全
ス
テ
ッ

カ
ー
」
作
成
に
際
し
て
、
材
料

を
提
供
し
て
下
さ
っ
た
リ
ン
テ

ッ
ク
と
印
刷
に
協
力
し
て
戴
い

た
ヤ
マ
ッ
ク
ス
の
二
社
に
対
し

て
組
合
か
ら
感
謝
状
と
記
念
品

が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。 

 

さ
ら
に
組
合
功
労
者
と
協
賛

会
に
対
す
る
表
彰
が
行
わ
れ
、

組
合
特
別
功
労
賞
に
栗
原
延
行

常
任
顧
問(

シ
ー
レ
ッ
ク
ス) 

、

組
合
功
労
賞
に
渡
邉
正
一
顧
問  

(

ト
ー
ワ
タ
ッ
ク
ス)

、
山
本
進

平
相
談
役(

山
本
ラ
ベ
ル
印
刷)

の
二
人
に
賞
状
と
記
念
品
が
授

与
さ
れ
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
長
年
組
合
運
営
に
ご

協
力
頂
い
た
協
賛
会
員
、
恩
田

製
作
所
、
リ
ン
テ
ッ
ク
、
山
﨑

ゴ
ム
、
東
京
タ
ッ
ク
、
ゼ
ネ
ラ

ル
タ
ッ
ク
、
岩
崎
鉄
工
、
サ
ン

ワ
コ
ー
ケ
ン
、
森
下
製
版
、
新

タ
ッ
ク
化
成
、
マ
ル
ウ
接
着
、

志
機(

当
日
欠
席)

の
十
一
社
に

対
し
て
賞
状
と
記
念
品
が
授
与

さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

受
賞
者
を
代
表
し
て
山
本
進

平
氏
が
謝
辞
を
述
べ
た
後
、
ご

来
賓
の
東
京
都
中
小
企
業
団
体

中
央
会
の
橋
北
隆
総
務
課
長
、

全
日
本
シ
ー
ル
印
刷
協
同
組
合

連
合
会
の
田
中
浩
一
会
長
、
東

京
シ
ー
ル
・
ラ
ベ
ル
協
賛
会
の

大
内
昭
彦
会
長
が
そ
れ
ぞ
れ
祝

辞
を
述
べ
、
式
典
は
無
事
終
了

し
ま
し
た
。 

 

引
き
続
き
懇
親
会
に
移
り
、

協
賛
会
の
恩
田
博
副
会
長
の
音

頭
に
よ
り
出
席
者
全
員
で
乾
杯

し
、
和
や
か
な
歓
談
と
な
り
ま

し
た
。 

 

今
回
は
受
付
で
熊
本
県
大
地

震
の
義
援
金
を
集
め
る
募
金
箱

が
置
か
れ
、
参
加
者
が
義
援
金

を
募
金
箱
に
入
れ
、
懇
親
会
の

最
後
に
当
組
合
の
本
堂
誠
理
事

か
ら
九
州
の
濱
崎
順
一
理
事
長

に
七
万
五
千
七
五
十
二
円
が
手

渡
さ
れ 

(

写
真)

、
壇
上
に
は
出

席
し
た
各
協
組
の
理
事
長
が
上

が
り
一
日
も
早
い
復
興
を
祈
り

ま
し
た
。 

 

濱
崎
理
事
長
は
「
今
回
の
地

震
で
は
熊
本
の
組
合
員
を
初
め
、

数
件
の
組
合
員
が
大
き
な
被
害

を
受
け
ま
し
た
が
、
い
ち
早
く

機
械
メ
ー
カ
ー
や
、
タ
ッ
ク
紙

メ
ー
カ
ー
な
ど
が
駆
け
つ
け
て

く
だ
さ
り
、
ま
た
、
各
組
合
や

青
年
部
の
方
々
か
ら
励
ま
し
や

お
見
舞
い
を
頂
き
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
今
日

は
こ
う
し
て
義
援
金
も
頂
き
、

こ
れ
を
現
地
の
組
合
員
に
お
渡

し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
十
一

月
に
は
沖
縄
で
年
次
大
会
を
開

催
し
ま
す
が
、
こ
こ
に
も
多
く

の
組
合
員
の
方
々
に
参
加
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
お
り

ま
す
」
と
感
謝
の
言
葉
を
述
べ

ま
し
た
。 

 

参
加
者
は
五
十
年
と
い
う
長

き
に
亙
る
組
合
の
歴
史
に
思
い

を
馳
せ
、
思
い
出
話
に
時
を
忘

れ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。 

 

午
後
八
時
過
ぎ
に
渡
邉
正
一

顧
問
に
よ
り
、
景
気
よ
く
三
本

締
め
で
中
締
め
が
行
わ
れ
、
散

会
い
た
し
ま
し
た
。 

 
 

 

 

 

                                 

百
名
が
和
や
か
な
歓
談
を 

恩
田
博
氏
の
音
頭
で
乾
杯 



    
 

第
五
十
回
通
常
総
会
は
、
五

月
二
十
四
日(
火
）
午
後
四
時
よ

り
、
日
暮
里
の
「
ホ
テ
ル
ラ
ン

グ
ウ
ッ
ド
」
に
於
い
て
開
催
さ

れ
、
各
議
案
が
す
べ
て
満
場
一

致
で
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

本

堂

誠

理

事

の

司

会

で

定

数
を
満
た
し
て
い
る
た
め
総
会

は
設
立
す
る
旨
が
宣
言
さ
れ
、

議
長
に
渡
邉
正
一
顧
問
を
選
出

し
て
議
案
の
審
議
に
入
り
ま
し

た
。 第

一
号
議
案
・
平
成
二
十
七

年
度
事
業
報
告
及
び
決
算
関
係

書
類
承
認
の
件
は
、
本
間
敏
道

専
務
理
事
が
原
案
を
朗
読
し
、

続
い
て
森
田
賢
理
事
が
監
査
報

告(

代
理)

を
行
い
、
満
場
一
致

で
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

第
二
号
議
案
・
平
成
二
十
八

年
度
事
業
計
画
、
収
支
予
算
並

び
に
経
費
の
賦
課
及
び
徴
収
方

法
決
定
の
件
で
は
、
本
間
専
務

理
事
が
事
業
計
画
と
収
支
予
算

案
を
朗
読
し
、
経
費
の
賦
課
及

び
徴
収
方
法
に
つ
い
て
、
組
合

財
政
ひ
っ
迫
の
折
り
、
賦
課
金

を
二
十
年
ぶ
り
に
見
直
す
こ
と 

 

    

に

な

っ

た

経

緯

に

つ

い

て

説
明
し
、
満
場
一
致
で
賦
課
金

の
見
直
し
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

第
三
号
議
案
・
平
成
二
十
七

年
度
に
お
け
る
借
り
入
れ
金
額

の
最
高
限
度
額
決
定
の
件
に
つ

い
て
も
、
従
来
ど
お
り
二
千
万

円
と
し
た
い
と
説
明
が
あ
り
、

第
四
号
議
案
・
役
員
報
酬
決
定

の
件
で
も
従
来
ど
お
り
支
給
し

な
い
旨
を
説
明
し
、
い
ず
れ
も

満
場
一
致
で
可
決
承
認
さ
れ
ま

し
た
。 

※
今
回
は
二
十
年
ぶ
り
の
組

合
賦
課
金
の
見
直
し
が
行
わ
れ

ま
し
た
が
、
ご
不
明
な
点
は
組

合
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
を
。 

 平
成
二
十
八
年
度
事
業
計
画 

 

１
．
拡
大
委
員
会 

組
合
員
の
減
少
に
歯
止
め
を
掛

け
る
た
め
、
協
賛
会
等
に
も
全

面
的
に
協
力
を
仰
ぎ
、
非
加
入

業
者
に
対
し
て
組
合
行
事
へ
招

待
し
、
組
合
の
実
態
を
知
っ
て

も
ら
い
、
組
合
加
入
に
繋
げ
る

活
動
を
実
施
す
る
。 

２
．
技
術
委
員
会 

 

組
合
員
の
技
術
向
上
の
た
め

に
、
シ
ー
ル
・
ラ
ベ
ル
コ
ン
テ

ス
ト
へ
の
積
極
的
な
出
品
勧
誘

や
、
い
ま
組
合
員
が
最
も
困
っ

て
い
る
こ
と
、
ま
た
最
新
の
技

術
の
紹
介
の
た
め
の
技
術
研
修

会
を
開
催
す
る
。 

３
．
研
修
委
員
会 

 

組
合
が
主
催
す
る
技
術
研
修

会
、
経
営
セ
ミ
ナ
ー
、
研
修
旅

行
な
ど
各
種
研
修
に
つ
い
て
企

画
を
担
当
、 

経
営
者
、
従
業

員
を
対
象
と
し
た
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
を
図
っ
て
い
く
。 

４
．
イ
ベ
ン
ト
委
員
会 

 

業
界
の
恒
例
行
事
度
な
っ
た

ラ
ベ
ル
関
連
ミ
ニ
機
材
展
を
初

め
、
組
合
研
修
旅
行
な
ど
組
合

の
イ
ベ
ン
ト
行
事
を
他
の
委
員

会
と
共
同
で
実
施
し
て
い
く
。 

 

 

            

青

年

部

の

平

成

二

十

八

年

度
第
三
十
二
回
通
常
総
会
は
、

五
月
二
十
日(

金)

午
後
六
時
半

よ
り
、
上
野
の
「
グ
リ
ー
ン
パ

ー
ク
」
に
於
い
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。 

 

総
会
は
飯
村
健
理
事
の
司
会

で
議
長
に
藤
井
崇
徳
部
長
を
選

出
し
、
第
一
号
議
案
・
平
成
二

十
七
年
度
事
業
報
告(

藤
井
部

長)

、
第
二
号
議
案
・
平
成
二
十

七
年
度
会
計
報
告(

北
島
國
芳

理
事)

、
第
三
号
議
案
・
平
成
二

十
七
年
度
監
査
報
告(

北
島
憲

高
理
事)

、
第
四
号
議
案
・
平
成

二
十
八
年
度
事
業
計
画
案(

藤

井
部
長)

、
第
五
号
議
案
・
平
成

二
十
八
年
度
予
算
案(

弓
納
持

理
事)
の
各
議
案
を
満
場
一
致

で
可
決
承
認
し
ま
し
た
。 

 
 

                                 

第 50 回通常総会も無事に終了  

 

第
五
十
回
通
常
総
会
を
開
催 

二
十
年
ぶ
り
の
賦
課
金
見
直
し
承
認 

  

青年部が第３２回通常総会  

昨年度に引き続き≪起業≫ 

をテーマに変化に対応 



引
き
続
き
懇
親
会
に
移
り
、
藤

井
部
長
が
「
本
年
度
も
昨
年
に

引
き
続
き
“
起
業
”
を
テ
ー
マ

に
変
化
に
対
応
で
き
る
力
を
養

い
た
い
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。 

こ
の
後
平
山
良
一
理
事
長
、

正
札
シ
ー
ル
組
合
と
神
奈
川
県

シ
ー
ル
組
合
の
青
年
部
長
が
そ

れ
ぞ
れ
祝
辞
を
述
べ
、
本
間
敏

道
専
務
理
事
の
音
頭
で
乾
杯
し

ま
し
た
。 

事
業
方
針
は
次
の
通
り
。 

①

青

年

部

の

活

動

促

進

部

員
相
互
の
交
流 

②

他

協

組

青

年

部

と

の

研

修
及
び
交
流 

③
定
期
的
な
勉
強
会
・
研
修

会
の
開
催 

④
印
青
連
・
中
央
会
を
通
じ

て
同
業
種
、
異
業
種
と
の
交
流 

      

全

日

本

シ

ー

ル

印

刷

協

同

組
合
連
合
会(

会
長
田
中
浩
一)

は
、
平
成
二
十
八
年
度
事
業
の

一
つ
と
し
て
、「
技
術
優
良
工
場
」

認
定
制
度
の
創
設
を
四
月
十
八

日
開
催
の
同
理
事
会
に
て
承
認

し
て
平
成
二
十
八
年
度
よ
り
認 

⑤W
E

B

を
通
じ
た
情
報
交

換
や
交
流
・
発
信
活
動(S

N
S

等) ⑥

震

災

に

対

応

す

る

体

制

づ
く
り 

 

      

定
制
度
の
運
用
を
開
始
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。 

「
技
術
優
良
工
場
」
認
定
制
度

の
詳
細
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

１.

目
的 

①
優
秀
な
技
術
者
を
輩
出
す
る

と
も
に
そ
の
技
術
を
用
い
て
製

作
さ
れ
た
製
品
の
普
及
を
推
進

す
る
た
め
に
、「
優
秀
技
術
認
定

工
場
」
の
指
定
を
し
て
業
界
の

活
性
化
を
図
る
。 

②
優
秀
技
術
認
定
工
場
の
指
定

に
よ
っ
て
「
差
別
化
」
を
図
り

「
ス
テ
ー
タ
ス
」
を
確
立
す
る
。 

③
優
秀
技
術
認
定
工
場
の
指
定

に
よ
っ
て
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
と
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上

を
図
る 

２.

選
定
方
法 

第
二
十
六
回
シ
ー
ル
・
ラ
ベ
ル

コ
ン
テ
ス
ト
に
お
い
て
、
一
定

の
基
準
を
ク
リ
ア
し
た
作
品
製

作
会
社
を
全
国
の
技
術
委
員
が

審
査
し
て
選
出
す
る
。 

３.

指
定
認
定
工
場
の
メ
リ
ッ

ト ①
認
定
工
場
専
用
ネ
ー
ム
プ
レ

ー
ト
の
付
与 

②
認
定
工
場
専
用
マ
ー
ク
の
付

与 ③
認
定
工
場
専
用
マ
ー
ク
の
使

用
許
可 

④
連
合
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹

介 ・
認
定
工
場
一
覧(

地
図
ア
プ
リ

で
の
紹
介
な
ど) 

・
認
定
工
場
専
用
専
用
サ
イ
ト

を
作
成 

⑤
業
界
紙
に
「
技
術
優
良
工
場
」

認
定
制
度
の
創
設
に
つ
い
て
リ

リ
ー
ス
し
て
Ｐ
Ｒ 

⑥
全
国
会
員
名
簿
に
記
載
し
て

表
示 

４.

認
定
期
間 

受
賞
認
定
の
翌
年
１
月
か
ら
２

年
間
。 

５.

費
用
負
担 

登
録
・
更
新
料
と
し
て

3
0

,0
0

0

円
（
２
年
更
新
）
を
申
し
受
け

ま
す
。 

 (

右
は
優
良
工
場
認
定
証) 

 

                                 

青年部も第３２回総会で各議案を可決承認  

全
日
本
シ
ー
ル
印
刷
協
同
組
合
連
合
会 

「
技
能
優
良
工
場
認
定
制
度
を
創
設
」 



 
 

            

  

全

日

本

シ

ー

ル

印

刷

協

同

組
合
連
合
会
主
催
の
「
第
二
十

六
回
シ
ー
ル
・
ラ
ベ
ル
コ
ン
テ

ス
ト
」
の
応
募
が
今
年
も
開
始

さ
れ
て
い
ま
す
。 

■
応
募
部
門
：
自
由
課
題(

①

～
⑦) 

①

レ

タ

ー

プ

レ

ス

印

刷

部

門

（
平
圧
式
凸
版
印
刷
機
） 

②

レ

タ

ー

プ

レ

ス

印

刷

部

門

（
円
圧
式
・
輪
転
ま
た
は
間
歇

式
凸
版
印
刷
） 

③
オ
フ
セ
ッ
ト
印
刷
部
門 

④
複
合
印
刷
部
門
（
２
機
種
以

上
の
印
刷
機
ま
た
は
加
工
機
を

使
用
）
箔
押
し
・
エ
ン
ボ
ス
加

工
な
ど
。 

箔
・
エ
ン
ボ
ス
の

面
積
が
全
体
の

1
0

％
以
下
の

場
合
は
他
の
部
門
へ
の
エ
ン
ト

リ
ー
が
で
き
ま
す
。 

コ
ー
ル

ド
箔
使
用
の
場
合
は
そ
の
旨
、

明
記
の
こ
と
。 

⑤
デ
ジ
タ
ル
印
刷
部
門
（
イ
ン

ク
ジ
ェ
ッ
ト
・
レ
ー
ザ
ー
プ
リ

ン
タ
他
） 

⑥
そ
の
他
の
部
門
（
シ
ル
ク
ス

ク
リ
ー
ン
・
フ
レ
キ
ソ
・
グ
ラ

ビ
ア
等
、
①
～
⑤
に
該
当
し
な

い
場
合
） 

⑦
ア
イ
デ
ア
開
発
部
門
（
機
能

性
・
新
規
性
・
創
造
性
を
ア
ピ

ー
ル
す
る
作
品
） 

 

機
種
・
版
式
・
通
し
回
数
等

は
一
切
問
い
ま
せ
ん
。 

■
応
募
部
門
：
規
定
課
題(

⑧

～
⑨) 

⑧
レ
タ
ー
プ
レ
ス
（
平
圧
式
凸

版
印
刷
） 

使
用
原
紙 

銀
消
ホ
イ
ル
紙
。

メ
ー
カ
ー
・
セ
パ
レ
ー
タ
は
問

い
ま
せ
ん
。
一
般
的
な
銀
消
ホ

イ
ル
を
貼
り
合
せ
た
紙
で
ホ
イ

ル
の
厚
み
が

7
μ

以
下
の
も
の
。

蒸
着
ホ
イ
ル
紙
及
び
ホ
イ
ル
の

厚
い
も
の
は
禁
止
し
ま
す
。 

刷
り
色 

墨
・
白
・
え
ん
じ
色 

3

色
刷
り
。
別
途
白
と
エ
ン
ジ

色
を
刷
り
重
ね
た
色
見
本
を
応

募
要
項
の
チ
ラ
シ
と
共
に
配
布

し
ま
す
。
そ
の
色
見
本
と
比
較

し
て
審
査
し
ま
す
。 

通
し
回
数 

1

回 

白
を
乾
か

し
て
か
ら
え
ん
じ
色
を
刷
る
こ

と
は
禁
止
し
ま
す
。 

ウ
エ
ッ
ト
な
状
態
で
刷
り
重
ね

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
え
ん
じ
色

に
白
を
混
ぜ
て
調
色
す
る
こ
と

も
禁
止
で
す
。
え
ん
じ
色
の
下

に
は
全
て
白
が
入
り
ま
す
。
墨

は
全
て
毛
抜
き
合
せ
と
し
ま
す
。 

（
ご
注
意
：
恩
田

1
5

0

型
標
準

3

色
ロ
ー
ラ
ー
の
場
合
、1

色

目
が
墨
な
ら
天
地
を
逆
に
す
れ

ば
ド
ブ

3

ミ
リ
で
印
刷
で
き
ま

す
が
、
墨
を
他
の
ツ
ボ
で
刷
り

た
い
方
は
、
ド
ブ
を 

1
2

ミ
リ

以
上
に
大
き
く
し
て
印
刷
し
て

く
だ
さ
い
。
） 

⑨
レ
タ
ー
プ
レ
ス
（
輪
転
・
ま

た
は
間
歇
輪
転
式
凸
版
印
刷
） 

使
用
原
紙 

ア
ー
ト
紙
・
青
グ

ラ

シ

ン

セ

パ

レ

ー

タ

に

限

る

(

セ
パ
を
剥
が
さ
ず
に
刷
り
色

を
評
価
し
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
）
糊
の
種
類
、
原
紙
メ

ー
カ
ー
は
問
わ
ず
。 

刷
り
色 

Ｃ
・
Ｍ
・
Ｙ
・
Ｋ 

4

色
刷
り
。
刷
り
順
は
問
い
ま
せ

ん
。
今
回
は
あ
え
て
色
サ
ン
プ

ル
を
供
給
し
ま
せ
ん
。
ご
自
身

の
判
断
で
カ
ラ
ー
バ
ラ
ン
ス
を

決
め
て
く
だ
さ
い
。 

通
し
回
数 

1

回 

通
し
方
向

問
わ
ず
。 

⑧
⑨
部
門
と
も
製
版
時
に
お
け

る
デ
ー
タ
の
補
正
は
可
と
す
る 

 

コ
ン
テ
ス
ト
に
台
紙
、
及
び

規
定
課
題
カ
ン
プ
は
、
組
合
事

務
局
ま
で
御
請
求
く
だ
さ
い
。 

 

応
募
締
め
切
り
は
七
月
二
十

日
連
合
会
必
着
で
す
の
で
、
お

急
ぎ
下
さ
い
。 

 

応
募
の
詳
細
に
つ
い
て
は
連

合
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
。 

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
s
e
a
l
.
g
r
.
j
p
/
 

規
定
課
題
の
デ
ザ
イ
ン
。 

  

 

                                 

 

第２６回シール・ラベルコンテスト  

7 月２０日連合会必着分のみ 

自社の技術レベル知る意味で 

http://www.seal.gr.jp/
http://www.seal.gr.jp/


■
男
の
更
年
期
障
害
と
は 

男
性
更
年
期
障
害
で
は
、
テ
ス

ト
ス
テ
ロ
ン
（
男
性
ホ
ル
モ
ン
）

の
減
少
に
よ
っ
て
起
き
た
生
理

的
な
バ
ラ
ン
ス
の
崩
れ
が
、
さ

ま
ざ
ま
な
症
状
を
引
き
起
こ
し

ま
す
。 

 
               

 

１
つ
の
重
要
な
症
状
は
、
う

つ
状
態
で
す
。
ど
ん
底
の
気
分

で
、
何
も
や
る
気
が
起
き
ず
、

人
間
関
係
も
煩
わ
し
く
、
新
聞

を
読
む
の
も
面
倒
く
さ
い
。
そ

れ
は
テ
ス
ト
ス
テ
ロ
ン
が
低
下

し
た
た
め
に
生
じ
て
い
る
症
状

な
の
で
す
が
、
も
と
も
と
四
〇

～
五
〇
歳
代
の
男
性
に
は
う
つ

病
や
う
つ
状
態
が
発
生
し
や
す

い
の
で
す
。 

 

若
さ
が
失
わ
れ
て
老
い
に
向

か
う
こ
と
を
意
識
し
始
め
る
年

代
で
す
。
そ
れ
ま
で
の
生
き
方

を
振
り
返
り
、
心
の
中
に
迷
い

も
生
じ
ま
す
。
経
済
的
な
不
況

で
リ
ス
ト
ラ
の
危
機
に
さ
ら
さ

れ
て
、
将
来
へ
の
不
安
を
抱
え

る
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。 テ

ス

ト

ス

テ

ロ

ン

の

減

少

で
Ｅ
Ｄ
に
な
る
と
自
信
喪
失
に

つ
な
が
り
が
ち
で
す
。
自
殺
者

が
多
い
の
も
こ
の
年
代
の
男
性

で
す
。
も
と
も
と
悩
み
の
多
い

年
代
に
、
更
年
期
の
テ
ス
ト
ス

テ
ロ
ン
の
減
少
が
拍
車
を
か
け

て
し
ま
う
の
で
す
。 

 

め
ま
い
、
動
悸
、
全
身
倦
怠

感
、
頭
痛
、
頭
重
感
、
多
汗
、

の
ぼ
せ
、
下
痢
、
呼
吸
困
難
な

ど
、
自
律
神
経
症
状
も
多
岐
に 

わ
た
り
発
生
し
ま
す
。
抑
う
つ

状
態
や
不
安
、
緊
張
と
い
っ
た

不
安
定
な
精
神
状
態
が
誘
発
し

て
し
ま
う
症
状
で
す
。 

 ■
症
状
悪
化
さ
せ
る
不
眠
症 

さ

ら

に

男

性

更

年

期

障

害

に
よ
く
併
発
す
る
の
が
不
眠
症

で
す
。
不
眠
症
の
種
類
に
は
、

寝
つ
き
の
悪
い
「
入
眠
障
害
」
、

睡
眠
中
に
す
ぐ
目
覚
め
て
し
ま

う
「
中
途
覚
醒
」
、
ま
だ
眠
い
の

に
朝
早
く
目
が
覚
め
て
し
ま
う

「
早
朝
覚
醒
」
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
十
分
な
睡
眠
が
と
れ
な
い

と
疲
労
が
蓄
積
し
、
気
分
が
落

ち
込
み
、
免
疫
機
能
が
減
少
し
、

血
圧
が
上
昇
し
た
り
、
記
憶
や

学
習
、
意
欲
に
悪
影
響
が
出
た

り
し
ま
す
。 

テ
ス
ト
ス
テ
ロ
ン
は
睡
眠
中
に

産
生
さ
れ
る
の
で
、
健
常
な
睡

眠
が
と
れ
な
い
状
態
で
は
テ
ス

ト
ス
テ
ロ
ン
が
ま
す
ま
す
減
少

し
、
男
性
更
年
期
障
害
は
さ
ら

に
悪
化
し
て
し
ま
い
ま
す
。 

こ
の
よ
う
に
、
テ
ス
ト
ス
テ
ロ

ン
の
減
少
し
た
男
性
更
年
期
障

害
の
状
態
を
放
置
し
て
お
く
と
、

さ
ま
ざ
ま
な
病
気
が
合
併
し
て

重
症
化
す
る
危
険
性
が
高
ま
り

ま
す
。 

 ■
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
改
善 

四

〇

～

五

〇

歳

代

の

男

性

に
な
る
と
若
い
こ
ろ
と
同
じ
食

事
量
を
摂
取
し
て
い
て
も
太
っ

て
し
ま
う
人
を
多
く
見
受
け
ま

す
。
太
り
や
す
く
な
る
原
因
の

１
つ
は
、
男
性
ホ
ル
モ
ン
（
テ

ス
ト
ス
テ
ロ
ン
）
の
減
少
で
す
。 

 

テ

ス

ト

ス

テ

ロ

ン

が

減

少

す
る
と
脂
肪
の
代
謝
機
能
が
低

下
し
て
、
内
臓
型
肥
満
が
生
じ

や
す
い
の
で
す
。
ま
ず
行
う
べ

き
は
摂
取
カ
ロ
リ
ー
の
制
限
で

す
。
脂
質
を
減
ら
し
、
食
物
繊

維
を
増
や
す
な
ど
の
工
夫
が
必

要
で
す
。 

 ■
生
活
の
質
を
高
め
る 

男

性

更

年

期

障

害

を

予

防

し
改
善
す
る
た
め
に
は
、
生
活

に
満
足
感
が
あ
り

Q
O

L

が
高

く
保
た
れ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。 

 
 

 
 

Ｑ

Ｏ

Ｌ

と

は

ク

オ

リ

テ

ィ
・
オ
ブ
・
ラ
イ
フ
の
頭
文
字

を
取
っ
た
言
葉
で
、
生
活
の
豊

か
さ
だ
け
で
な
く
心
や
精
神
的

に
も
満
た
さ
れ
る
概
念
の
こ
と

で
す
。
仕
事
の
ス
ト
レ
ス
が
多

い
た
め
に
喫
煙
の
本
数
が
増
え

た
り
、
過
飲
、
過
食
に
陥
り
が

ち
な
中
高
年
が
多
く
み
ら
れ
ま

す
。 生

活

の

満

足

度

を

高

め

る

た
め
に
は
、
仕
事
一
辺
倒
で
は

な
く
、
夫
婦
関
係
や
家
庭
を
大

切
に
し
、
周
囲
の
人
び
と
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
充
実

さ
せ
る
こ
と
や
、
趣
味
を
楽
し

む
こ
と
も
必
要
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。 

 

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
改
善
し

て
、
心
身
両
面
か
ら
Ｑ
Ｏ
Ｌ
を

高
め
ま
し
ょ
う
。 

【
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No137 健康がいちばん !   

やっかいな男の更年期障害 

原因は男性ホルモンの減少 
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